
 

 

 

 

 

【町政への要望事項及び町からの回答】 
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平成３０年度町政への要望事項と回答

要  望  事  項 

体育館の整備について

　体育館の整備をお願いしたい。できれば全面改築をお願いしたい。至急カーテンを長くして光が差し
込まないようにしてほしい、まともに大会が開けない。

担当課名 社会教育課

提出区会名 美園町区会

回答（処理）事項

　体育館も開館から４０年近くが経過し、建物や設備の老朽化が進んでおります。
　全面改築につきましてはかなりの建設費となることが予想され、緊急性や必要性を充分に考慮し、計
画的に改修していかなければならないと考えておりますので、ご理解をお願いします。

要  望  事  項 

体育館内のプレイルームについて

　先日、子供達を連れて体育館へ行きましたが、プレイ・ルーム内の汚れ設備等に愕然としました。各
行事が行われる際、お子様連れの方々も来られると思います。ベビーベット（おむつ交換時）等、用意
して頂きたいと思います。床があまりにも汚れ、掃除がなされていません。
子育て支援の声が高まる中、この場所から改善をお願いしたいものです。

担当課名 社会教育課

提出区会名 美園町区会

回答（処理）事項

　体育館につきましては、老朽化が進んでおり随時補修を行っているところではありますが、現在、指
定管理者と連携し、清掃の徹底と利用者への利便性の向上と、機能充実を図るべく取り進めていきま
す。
　ベビーベットにつきましては、事務所にて常備しておりますので、使用したい旨申し出ていただけれ
ば使用可能となっておりますのでご理解願います。



要  望  事  項 

地震について

　９月６日発生の地震にて停電して、翌日復旧したが、区会を通じて紙面で案内されたが、断水や停電
情報が多かったが日中に、町の広報車で情報を案内すべきである。高齢者は、電池準備はなく不安な夜
を過ごした

担当課名 地域協働推進課

提出区会名 美園町区会

回答（処理）事項

　現在本町では、災害等の発生または発生のおそれがある場合には、その地域の皆さんへ広報車による
伝達や携帯電話への緊急速報メール（エリアメール）の配信、マスコミへの情報提供、さらにはチラシ
や区会への連絡、個別訪問などにより対応することとしています。
　この度の地震による停電の際には、停電情報のほかに断水情報や避難所情報など伝達すべき情報が多
かったためチラシを配布することにより確実に情報を伝えることを優先いたしました。今後につきまし
ても、災害の状況により、迅速かつ確実に情報を伝達できるよう努めてまいりますので、ご理解をお願
いします。

要  望  事  項 

町議会について

　町民の減少にあり町議員が多いので、４～５少なくて良いと思う。

担当課名 総務課

提出区会名 美園町区会

回答（処理）事項

　地方自治法の規定により市町村議会議員の定数は、条例で定めることとなっており、余市町の場合、
余市町議会議員定数条例により１８人と定めております。
　この議員定数につきましては、平成１８年９月に定数を２２人から１８人に４人削減することとさ
れ、平成１９年８月の町議会議員選挙から現在の定数となっており、議員定数削減については、これま
で同様、議会において検討されるべきものと考えております。
　余市町と余市町議会とは別の機関ではありますが、今回のご要望の内容につきましては、余市町議会
に対しお知らせをいたします。



要  望  事  項 

中村川、美園川について

　町内の小河川（中村川、美園川）に草が生繁り流れが悪くなっている。早期に掃除、除草を願いた
い。

担当課名 建設課

提出区会名 美園町区会

回答（処理）事項

　町内における小河川（中村川、美園川）の雑木雑草等の除去については、河川の流下能力を確保する
治水上の観点から、現地の状況を確認して参りたいと考えておりますのでご理解くださいますようお願
い申し上げます。

要  望  事  項 

中央保育所の駐車場について

　中央保育所を利用している方々の駐車マナーはいかがなものですか？検討してください。

担当課名 町民福祉課

提出区会名 美園町区会

回答（処理）事項

　中央保育所利用者に対しましては、個別にお願いするとともに、所内に貼紙等で注意喚起に努めま
す。また、職員につきましては改めてルールの遵守を徹底して参ります。



要  望  事  項 

小児科について

　町内の小児科を増やしてほしい。

担当課名 保健課

提出区会名 美園町区会

回答（処理）事項

　近年、全国的に医師の都市集中が進む中、地方におきましては、特に小児科医師や産婦人科医師など
の確保が非常に難しい状況となっています。
　今年、７月には一つの小児科医院が閉院され、現在、余市町内において小児科診療が行われておりま
す医療機関は、北海道社会事業協会余市病院と勤医協余市診療所の2医療機関となっております。
　そうした中、各医療機関におきましても、医師の確保に向け努力されているところでありますが、本
町といたしましても、子どもを産み育てやすい環境の充実と医療の確保に向け、機会あるごとに関係機
関に対し要望して参ります。

要  望  事  項 

黒川児童館について

　黒川児童館が古すぎて人が集まりずらい。

担当課名 町民福祉課

提出区会名 美園町区会

回答（処理）事項

　現在、黒川児童館では子育て支援事業を実施するなど、子育て世帯の方々の利用が増加しているとこ
ろです。今後も、補修等による安全の確保とイベントの工夫などで利用者増を図って参ります。



要  望  事  項 

子供食堂について

　こども食堂の場所がわかりにくく、行きにくい。

担当課名 町民福祉課

提出区会名 美園町区会

回答（処理）事項

　こども食堂につきましては、民間ボランティア団体が自主的に実施しているところでございますが、
余市町と致しましても、その周知等は協力しているところであり、わかり易い周知に努めて参ります。

要  望  事  項 

水産博物館の道路標識について

　水産博物館から下って国道にでる際の道路標識が分かりにくく、積丹方面への右折ができないにもか
かわらず、曲がる車両が多い。又、同様に積丹方面から急左折して水産博物館へ上がる場合、後続車が
せっきんしているとあわててブレーキを踏む。いずれも事故に至る危険性がある。道路標識の管轄官庁
と相談して改良できないか。

担当課名 建設課

提出区会名 入舟町第１区会

回答（処理）事項

　ご要望ございました標識につきましては、交通安全上の観点から水産博物館から左折へ誘導するため
に設置されたものと推察します。
　今後、交通量や周辺環境の変化などを見極め、歩行者の安全確保や通行車両のスムーズな走行につな
がるよう、必要に応じ関係機関とも情報共有を図って参りたいと考えますので、ご理解下さいますよう
お願い申し上げます。



要  望  事  項 

旧下ヨイチ運上家について

　とても見応えがあり、史跡の価値がある観光資源にも関わらず、宣伝不足ではないか。又、各施設付
近に案内図が不足しており、観光客に不親切と思われる。さらに、下ヨイチ運上家の管理棟裏のトイレ
は床がゆがみ、ドアが閉まらない。危険なトイレをお客様に使用させるのはいかがなものか。

担当課名 社会教育課

提出区会名 入舟町第１区会

回答（処理）事項

　史跡の価値についてのご意見有難うございます。
　宣伝不足とのご指摘ですが、町ホームページの充実を図りながら、新たなＰＲ方法について検討して
参ります。
　運上家に至るまでの案内図の不足や事務所棟のトイレの老朽化につきましても、修理について検討し
て参りますので、ご理解願います。

要  望  事  項 

緊急避難路について

　余市河口漁港前の民家の避難所は役場になっているが、その避難路について、モイレ山の斜面全体が
がけ崩れし易い事から、緊急避難路として、下ヨイチ運上家裏手から水産博物館に至る道を設置できな
いか。これは運上家見学者にも緊急時利用可能となるが。

担当課名 地域協働推進課

提出区会名 入舟町第１区会

回答（処理）事項

　ご提案いただいた旧下ヨイチ運上屋裏手から水産博物館への経路につきましては、勾配が強く、避難
路としては安全性や管理上の問題もともなうものと考えておりますが、地域にお住いの方の意見を伺う
など、避難路としての可否について検討してまいります。



要  望  事  項 

海水浴場の案内図について

　浜中の海水浴場にトイレ位置等の案内図がないため、文化財である福原漁場管理棟のトイレを無断使
用する人が多い。海水浴場客増加に伴い、案内図等の整備が望まれる。

担当課名 商工観光課

提出区会名 入舟町第１区会

回答（処理）事項

　浜中・モイレ海水浴場のトイレにつきましては、海水浴客の多くが利用する駐車場に程近く、海水浴
場の入口となる監視塔に隣接して設置しておりますが、ご指摘のとおりトイレ等の案内図については設
置していないため、来年度より案内図等の整備に向けた取り組みを進めてまいります。

要  望  事  項 

街並みの景観美化について

　入舟第１区会内には、旧下ヨイチ運上家・よいち水産博物館があるが、そこに至る、街並・沿道の美
化が保たれておらず他町村のそれと比べて見劣りがする。行政として啓発すると同時に、街路樹の手入
れも気にかけて欲しい。水産博物館の桜並木は朽ちてきている。

担当課名 建設課

提出区会名 入舟町第１区会

回答（処理）事項

　ご要望のございました、旧下ヨイチ運上家やよいち水産博物館へは町道を通って各施設にアクセスし
ており、こうした道路施設の維持管理につきましては、道路利用者の円滑で安全な通行を確保するた
め、パトロールなどを行い適切な維持管理に努めているところでございます。また、街路樹につきまし
ても、通風や採光を良くし樹種本来の美しさを損なわないよう必要に応じて不必要な枝葉を剪定するな
ど対処しているところでありますので、ご理解をお願いします。



要  望  事  項 

余市町の漁港管理について

　漁港は漁業者だけの所有物なのか。不要となった漁具・漁網の放置、及びゴミの廃棄がおびただし
く、悪臭もひどい。入舟第１区会内の河口漁港はさほおどでもないが、余市漁港、特に南防波堤は目を
覆うばかりだ。町として漁業者への注意喚起できないのか。

担当課名 建設課

提出区会名 入舟町第１区会

回答（処理）事項

　余市港湾については、漁業者のみならず一般の釣り愛好家も利用している実態を確認しており、毎年
６月に漁組と船主組合が主体となり余市港湾内の清掃作業を行っているところであり、また、町におい
ても不適切なゴミの回収も行っておりますが、今後におきましても漁業者を含めて、余市港の環境美化
に取り組んで参りたいと考えておりますので、ご理解下さいますようお願い申し上げます。

要  望  事  項 

野良猫対策

　当区会内のノラネコの多さが目立つ。人知れずエサを与えている家があり、近隣住民が迷惑してい
る。エサやりをやめるよう行政指導できないか。

担当課名 環境対策課

提出区会名 入舟町第１区会

回答（処理）事項

　野良猫に一度でも餌やりをすれば、餌をもらった場所に通うようになり野良猫が集まってくるように
なります。無責任な行動は、猫もかわいそうですし、周囲の迷惑になります。行為者がお判りでしたら
町の方で直接指導しますので環境対策課までご連絡ください。



要  望  事  項 

役場庁舎の駐輪場と除雪について

　役場正面玄関前の適当な場所に、正式な駐輪場が欲しい。役場入口付近のスロープそばには、自転車
を置かぬよう張り紙があるが、ではどこに置けばいいのか。
　又、玄関前のスロープの除雪に関し、除雪日には朝だけでなく積雪状況を見ながら対応して欲しい。
障害がある人、高齢者は滑って転倒するのが怖い。担当課とは言わず、気が付いた職員が気を配るべき
と思うが。

担当課名 総務課

提出区会名 入舟町第１区会

回答（処理）事項

　役場正面玄関前の駐輪場の設置につきましては、庁舎前に相当なスペースを確保する必要があること
から、現状としては駐輪場のスペースを設けることは構造上困難であると考えております。
　また、スロープ付近に駐輪されますと、車いす等を利用される方に不便をおかけすることから張り紙
による注意を促しています。
冬期間の玄関前のスロープの除雪につきましては、早朝及び昼休み等の時間帯に除雪をしております。
　また、除雪対応を常時することは難しいことから、滑り止めの砂を撒くなど転倒防止の対応をしてお
りますが、できるかぎり利用される方にご不便をかけないよう対応してまいりたいと考えております。

要  望  事  項 

産婦人科・小児科病院の充実について

　子供を産みたいと思っても産婦人科もなく、小児科病院も減り、子供を育てにくい。育てやすい町に
してほしい。

担当課名 保健課

提出区会名 山田町区会

回答（処理）事項

　近年、全国的に医師の都市集中が進む中、地方におきましては、特に小児科医師や産婦人科医師など
の確保が非常に難しい状況となっています。
　今年、７月には一つの小児科医院が閉院され、現在、余市町内において小児科診療が行われておりま
す医療機関は、北海道社会事業協会余市病院と勤医協余市診療所の2医療機関となっております。
　そうした中、各医療機関におきましても、医師の確保に向け努力されているところでありますが、本
町といたしましても、子どもを産み育てやすい環境の充実と医療の確保に向け、機会あるごとに関係機
関に対し要望して参ります。



要  望  事  項 

休日等に働く親のための託児施設の充実について

　土・日・祝日も子供を預かってくれるところを作ってほしいです。子育てをしていて、小学校低学年
の間は本当につらいです。私はスーパー関係で働いていますが、働き手が少ないのに、子どもがいて働
きたいのに働けない人もたくさんいます。それに、町から出ていく若者が多い中で田舎だからなのか若
くて子供がいる人も少なく感じます。
　もっと育てやすい環境にしてほしいです。余市のいい所を、子どもに伝えたいです！

担当課名 町民福祉課

提出区会名 山田町区会

回答（処理）事項

　現在、余市社会福祉協議会が子育てサポートセンターを運営しており、休日等の利用も可能となって
おります。今後も利用者ニーズに合わせた運営についてお願いして参ります。

要  望  事  項 

町内の働く場について

　人数が減り、高齢者が多い余市町の発展のため、若者が就職できる環境づくりをしてほしい。何か余
市町に目玉、有名企業がなければ発展性はないと思います。

担当課名 企画政策課

提出区会名 山田町区会

回答（処理）事項

　近年、余市町では新規就農者やカフェなどを開店する方もおり、多面的に起業される方の増加が見ら
れております。今後高速道路の開通もあり札幌圏域への移動時間も短くなることから色々な企業の参入
も期待するところではございますので、若者のみならず多くの方々が働けるまちづくりを進めて参りた
いと考えてございます。



要  望  事  項 

子どもの医療費について

　子供の医療費をゼロにしてほしい。

担当課名 保健課

提出区会名 山田町区会

回答（処理）事項

　本町の子どもの医療助成制度につきましては、昨年9月までは就学前の乳幼児に係る医療費や小学生
につきましては入院に伴う医療費のみを対象として助成を行ってきましたが、昨年10月に制度を見直
し、助成対象者を小学生から中学生（15歳に到達し最初に迎える３月31日）までに拡大するとともに、
助成対象とする医療区分につきましても、入院と入院外（外来・調剤等）まで拡大しています。
　今後におきましても、医療費負担の在り方などに関する調査研究を進めて参ります。

要  望  事  項 

町の広報車について

　町内放送が何を言っているのか、スピーカーの音は重なり聞こえにくい。改善してほしい。
　町の広報車のスピーカーの出力が小さいために道路から離れた家屋には届かない。また、近年の気密
性の高い住宅では、音声が遮断されやすい。これらのことが原因であると思われます。昨今の災害発生
の事態を考えると、緊急度は高いものと思われる。

担当課名 地域協働推進課

提出区会名 山田町区会

回答（処理）事項

　町内放送の音が重なり聞こえにくいとのことですが、現在、本町にはそのような町内放送の設備はな
いため、おそらく仁木町のスピーカーからの音だと思われます。
　また、ご指摘のとおり、広報車による注意喚起は、聞こえにくい状況があるため、なるべくゆっくり
走行するようにしています。今後は、周りの交通状況を確認しつつ少し停車するなど、より確実に伝達
できるよう改善してまいります。なお、広報車による注意喚起が聞きとれなかった場合には、役場へお
問合せ願います。



要  望  事  項 

生活ごみの収集について

　当該地区は山田町６３５番地先付近でこの路線は、ゴミ収集の路線にはなっていないため、坂下の資
源ごみステーションまで運ばなければならない。この路線にゴミ収集者を運行させてほしい。

担当課名 環境対策課

提出区会名 山田町区会

回答（処理）事項

　収集路線については、常に見直し、追加を行っております。しかし、中には、ごみステーションの設
置場所や道路幅等の問題により路線となっていない箇所もあります。出来得る限り期待に応えたいと考
えていますので、ごみステーションの設置場所等を地区で合意頂いて区会を通じ申請してくださるよう
お願いします。

要  望  事  項 

余市川河川敷の活用について

　余市橋～田川橋に至る川を余市町活性化のために有効に活用できないものかと思います。具体化は新
町長さん中心に考えて良いのではないか！

担当課名 商工観光課

提出区会名 浜中モイレ台区会

回答（処理）事項

　余市川沿いでは、毎年、春になるとソメイヨシノを中心とした約４００本の桜並木が咲き誇り、観光
協会が中心となって、道の駅交流広場を会場に露店と飲食スペースを設けて、桜並木と余市の味覚を楽
しむイベント「余市川桜づつみ」を開催しており、この時期、多くの観光客や町民の皆様が訪れていま
す。
　余市川については、北海道が河川管理者となることから、北海道とも協議しながら、町民や観光客に
も憩いの場として親水空間の維持、保全に努めてまいります。



要  望  事  項 

道の駅について

　もう既に構想中というお話も伺っていますが、余市の道の駅をもっと魅力あるものにしてほしい。場
所の変更もお考えになっているのであれば元ラッキーの場所など町外の人が余市に来た時にすぐわかる
場所など

担当課名 商工観光課

提出区会名 浜中モイレ台区会

回答（処理）事項

　「道の駅スペース・アップルよいち」は、平成１０年に、道内４９番目の道の駅として整備され、当
初は、道路利用者に対する休憩機能を中心とした施設として供用を開始しておりますが、最近では、地
域のPRや特産品等の販売拠点として道の駅の活用を強化する傾向が全国的に主流となっております。
　町では、道の駅を取り巻く情勢の変化等を踏まえ、道の駅の充実に向けて再編整備の検討を進めてい
るところでございますので、ご理解をお願いいたします。

要  望  事  項 

中学校の放課後活動について

　中学校で部活の顧問が不足しているとお聞きします。中学校統合も含めて先生たちの負担を減らし、
生徒の放課後の活動を維持する方法など皆で考えていければと思います。

担当課名 学校教育課

提出区会名 浜中モイレ台区会

回答（処理）事項

　少子化により、年々、子どもの人数が減少していることに伴い、各小中学校での学級数も減少してき
ている状況にあります。
　教育委員会では、学校の統合を視野に入れた公立小中学校の在り方の検討を進めるにあたり、保護者
の皆様、地域の皆様の意向等十分に配慮した対応をして参りたいと考えております。



要  望  事  項 

モイレ台公園の遊具について

　区会限定で恐縮ですが、モイレ台公園の遊具がブランコのみなので、子ども達が近所で健全に遊べる
よう、遊具を増やしていただければ嬉しいです。

担当課名 建設課

提出区会名 浜中モイレ台区会

回答（処理）事項

　町内には現在５３箇の所公園があり、公園に設置している遊具については、専門業者に点検を依頼
し、使用に危険があると判断された遊具については、使用禁止または撤去を行い公園での事故の予防保
全に努めてきたところであります。町といたしましても、各公園の利用状況等を考慮しながら、計画的
に魅力ある公園づくりに取り組んで参りたいと考えておりますのでご理解願います。

要  望  事  項 

区会・子ども会のあり方について

　少子高齢化に伴い、区会や子供会のあり方を再編成を含めて検討していただきたいです。次世代に残
したい伝統行事は合同で行うなどして、小規模な子供会に負担を減らしていただければと思います。

担当課名 地域協働推進課

提出区会名 浜中モイレ台区会

回答（処理）事項

　原則として、区会における個々の活動については、その自主性を重んじ、各区会の判断にお任せして
いるところですが、区会のあり方、再編等については全国的な課題となっており、本町の区会連合会の
役員会の場でも議題としてあがっています。
　現在のところ統合や再編に向けての具体的な話にはなっておりませんが、今後も、区会のあり方等に
ついて区会連合会のなかで協議をしていただく考えです。
　また、子ども会につきましては、一部の地域では区会の枠にとらわれないで構成している例もありま
すので、地域の課題として、区会間で協議する必要があるものと考えます。



要  望  事  項 

観光の場作りについて

　駅前商店街、特に元「彩心堂」周辺に観光客が楽しく過ごせる場所を、町が主体となって提供してほ
しいです。

担当課名 商工観光課

提出区会名 浜中モイレ台区会

回答（処理）事項

　駅前商店街は、本町を訪れる多くの観光客を迎え入れる“町の顔”とも言うべき中心市街地であり、
駅前の賑わい、活気づくりが、より多くの観光客の中心街への集客に繋がるものと考えております。
　町といたしましては、商店街の空き店舗の有効活用を支援し、賑わいのある魅力的なまち作りに取り
組んでいるところであり、今後も事業の積極的な活用を推進してまいります。

要  望  事  項 

中学校の統廃合について

　中学校の統合を希望します。東中学校の校舎の老朽化が進んでいます。

担当課名 学校教育課

提出区会名 浜中モイレ台区会

回答（処理）事項

　少子化により、年々、子どもの人数が減少していることに伴い、各小中学校での学級数も減少してき
ている状況にあります。
　教育委員会では、学校の統合を視野に入れた公立小中学校の在り方の検討を進めるにあたり、保護者
の皆様、地域の皆様の意向等十分に配慮した対応をして参りたいと考えております。
　また、各学校の施設整備については各種修繕も含め、緊急性の高いものを優先的に実施しているとこ
ろでありますが、今後におきましても、状況を見極めながら、施設整備を取り進めたいと考えておりま
す。



要  望  事  項 

防災の対応について

　９月６日午前３時８分に起こった地震の町の対応についてブラックアウトという異常な事態にあった
が
・町民に対する情報の発信が後手に回っていた。（情報に対する問い合わせが文書で届く）
・災害に対する備え、意識が希薄である。
余市町でも起こり得るという前提で早急に対策を確立すべきである。

担当課名 地域協働推進課

提出区会名 浜中モイレ台区会

回答（処理）事項

　現在本町では、災害等の発生または発生のおそれがある場合には、その地域の皆さんへ広報車による
伝達や携帯電話への緊急速報メール（エリアメール）の配信、マスコミへの情報提供、さらにはチラシ
や区会への連絡、個別訪問などにより対応することとしています。
　この度の地震による停電の際には、停電情報のほかに断水情報や避難所情報など伝達すべき情報が多
かったためチラシを配布することにより確実に情報を伝えることを優先いたしました。今後につきまし
ても、災害の状況により、迅速かつ確実に情報を伝達できるよう努めてまいりますので、ご理解をお願
いします。
　また、今後の対策につきましては、この度の地震、停電の対応を検証し、必要な備蓄品等の配備を進
めるとともに、町民への迅速な情報伝達ができる体制を整備してまいります。




